
昭
和
五
十
六
年
労
働
省
令
第
三
十
八
号

本
州
四
国
連
絡
橋
の
建
設
に
伴
う
一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
就
職
指
導

等
に
関
す
る
省
令

本
州
四
国
連
絡
橋
の
建
設
に
伴
う
一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
六
年
法
律
第

七
十
二
号
）
第
十
六
条
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
十
七
条
第
一
項
並
び
に
第
二
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
本
州
四

国
連
絡
橋
の
建
設
に
伴
う
一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
就
職
指
導
等
に
関
す
る
省

令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

（
手
帳
の
発
給
の
特
例
）

第
一
条
　
公
共
職
業
安
定
所
長
は
、
本
州
四
国
連
絡
橋
の
建
設
に
伴
う
一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業
等
に
関
す
る
特
別

措
置
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
六
条
第
一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
者
の
ほ
か
、
一
般
旅
客
定
期
航

路
事
業
等
離
職
者
で
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認
定
し
た
も
の
に
対
し
て
も
、
そ
の
者
の
申
請
に
基

づ
き
、
同
条
第
一
項
の
一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業
等
離
職
者
求
職
手
帳
（
以
下
「
手
帳
」
と
い
う
。
）
を
発
給
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
者
で
あ
つ
て
、
法
第
二
条
第
六
号
の
離
職
の
日
（
以
下
「
離
職
日
」
と
い
う
。
）

以
後
新
た
に
安
定
し
た
職
業
に
就
い
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
以
内
に
そ
の
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理

由
又
は
そ
の
者
の
都
合
に
よ
ら
な
い
で
更
に
離
職
し
、
か
つ
、
そ
の
離
職
の
日
が
離
職
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
三
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
あ
る
も
の

イ
　
法
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
該
当
す
る
者

ロ
　
離
職
日
ま
で
一
年
以
上
引
き
続
き
法
第
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業
を
営
む
者

又
は
そ
の
関
連
事
業
を
営
む
者
に
雇
用
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
同
条
第
一
項
第
三
号
に
該
当
す
る
者

二
　
法
第
十
六
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
手
帳
の
発
給
を
受
け
た
後
に
お
い
て
、
新
た
に
安
定
し
た

職
業
に
就
い
た
こ
と
に
よ
り
そ
の
手
帳
が
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
効
力
を
失
つ
た
者
で
あ
つ
て
、
当
該
職

業
に
就
い
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
以
内
に
そ
の
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
理
由
又
は
そ
の
者
の
都
合
に

よ
ら
な
い
で
更
に
離
職
し
、
か
つ
、
そ
の
離
職
の
日
が
離
職
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
す
る
日
ま

で
の
間
に
あ
る
も
の

（
手
帳
の
発
給
の
申
請
）

第
二
条
　
手
帳
の
発
給
の
申
請
は
、
法
第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
事
業
規
模
の
縮
小
等
に
伴
う
離
職
で
あ
る
こ
と

を
証
明
す
る
書
類
を
添
え
て
、
離
職
日
（
前
条
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
あ
つ
て
は
、
同
条
各
号
の
そ
の
離
職
の

日
）
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
以
内
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
天
災
そ
の
他
申
請
を
し
な
か
つ

た
こ
と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
前
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
け
る
申
請
は
、
そ
の
理
由
が
や
ん
だ
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
以
内
に
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
手
帳
の
発
給
等
）

第
三
条
　
公
共
職
業
安
定
所
長
は
、
手
帳
の
発
給
の
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
を
し
た
者
に
つ
い

て
、
法
第
十
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
し
た
と
き
は
そ
の
者
に
対
し
て

手
帳
を
発
給
し
、
当
該
認
定
を
し
な
い
こ
と
と
し
た
と
き
は
そ
の
旨
を
文
書
に
よ
り
そ
の
者
に
通
知
す
る
も
の
と

す
る
。

（
手
帳
の
失
効
等
）

第
四
条
　
法
第
十
六
条
第
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
由
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
新
た
に
安
定
し
た
職
業
に
就
い
た
こ
と
。

二
　
手
帳
を
他
人
に
譲
り
渡
し
、
又
は
貸
与
し
た
こ
と
。

三
　
正
当
な
理
由
が
な
く
、
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
就
職
指
導
（
以
下
「
就
職
指
導
」
と
い
う
。
）

を
再
度
受
け
ず
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
共
職
業
安
定
所
長
の
指
示
に
再
度
従
わ
ず
、
又
は
公
共
職
業

安
定
所
の
紹
介
す
る
職
業
に
就
く
こ
と
を
再
度
拒
ん
だ
こ
と
。

四
　
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
、
労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業

生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
支
給
す
る
給
付
金

（
事
業
主
に
対
し
て
支
給
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
支
給
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し
た
こ
と
。

２
　
法
第
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
手
帳
が
そ
の
効
力
を
失
つ
た
と
き
（
手
帳
が
同
項
に
規
定
す
る
期
間
（
以

下
「
有
効
期
間
」
と
い
う
。
）
を
経
過
し
た
こ
と
に
よ
り
そ
の
効
力
を
失
つ
た
と
き
を
除
く
。
）
は
、
公
共
職
業
安

定
所
長
は
、
そ
の
旨
を
当
該
失
効
し
た
手
帳
を
返
納
す
べ
き
期
限
を
付
し
て
、
当
該
手
帳
の
発
給
を
受
け
た
者
に

通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
手
帳
の
返
納
）

第
五
条
　
手
帳
の
発
給
を
受
け
た
者
（
以
下
「
手
帳
所
持
者
」
と
い
う
。
）
は
、
当
該
手
帳
が
そ
の
有
効
期
間
を
経

過
し
た
こ
と
に
よ
り
そ
の
効
力
を
失
つ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
当
該
手
帳
を
公
共
職
業
安
定
所
長
に
返
納
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
条
第
二
項
の
通
知
を
受
け
た
者
は
、
同
項
の
期
限
ま
で
に
、
当
該
手
帳
を
公
共
職
業
安
定
所
長
に
返
納
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
就
職
指
導
の
実
施
）

第
六
条
　
公
共
職
業
安
定
所
長
は
、
手
帳
所
持
者
に
つ
い
て
、
四
週
間
に
一
回
、
定
期
的
に
公
共
職
業
安
定
所
に
出

頭
す
べ
き
日
（
以
下
「
出
頭
日
」
と
い
う
。
）
と
し
て
指
定
し
、
当
該
指
定
し
た
日
に
、
当
該
手
帳
所
持
者
に
対

し
て
就
職
指
導
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
公
共
職
業
安
定
所
長
は
、
手
帳
所
持
者
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
理
由
に
よ
り
、
前
項
の

規
定
に
よ
り
指
定
し
た
日
に
就
職
指
導
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
は
、
当
該
日
以
外
の
日
を
出
頭
日
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
疾
病
又
は
負
傷

二
　
同
居
の
親
族
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
そ
の
者
と
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を

含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
疾
病
又
は
負
傷
で
あ
つ
て
当
該
手
帳
所
持
者
の
看
護
を
必
要
と
す
る
も
の

三
　
求
人
者
と
の
面
接

四
　
同
居
の
親
族
の
婚
姻
又
は
葬
祭

五
　
選
挙
権
そ
の
他
公
民
と
し
て
の
権
利
の
行
使

六
　
天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由

七
　
前
各
号
に
掲
げ
る
理
由
に
準
ず
る
理
由
で
公
共
職
業
安
定
所
長
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め
る
も
の

（
手
帳
の
提
出
）

第
七
条
　
手
帳
所
持
者
は
、
就
職
指
導
を
受
け
る
と
き
は
、
そ
の
都
度
、
手
帳
を
提
出
し
、
就
職
指
導
に
関
し
て
必

要
な
事
項
の
記
載
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
権
限
の
委
任
）

第
八
条
　
法
第
五
条
第
六
項
（
法
第
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大

臣
の
権
限
の
う
ち
、
第
一
号
に
掲
げ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
当
該
事
業
に
係
る
航
路
の
拠
点
、
第
二
号
に
掲
げ
る
も

の
に
あ
つ
て
は
当
該
事
業
に
係
る
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
（
以
下
「
管
轄
都
道

府
県
労
働
局
」
と
い
う
。
）
の
長
に
委
任
す
る
。

一
　
一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業
に
関
す
る
権
限
（
当
該
事
業
（
総
ト
ン
数
千
ト
ン
未
満
の
船
舶
の
み
を
も
つ
て
営

む
も
の
及
び
当
該
事
業
に
係
る
航
路
が
一
の
地
方
運
輸
局
又
は
運
輸
監
理
部
の
管
轄
区
域
（
近
畿
運
輸
局
に
あ

つ
て
は
、
神
戸
運
輸
監
理
部
の
管
轄
区
域
を
除
く
。
）
内
に
存
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
事
業
規
模
の
縮
小
等
の

計
画
及
び
そ
の
実
施
に
よ
り
残
存
す
る
事
業
の
整
備
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
海
上
運
送
法
（
昭
和
二
十
四

年
法
律
第
百
八
十
七
号
）
第
三
条
第
一
項
、
第
十
六
条
第
一
項
（
事
業
の
廃
止
の
許
可
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

又
は
第
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
に
規
定
す
る
免
許
、
許
可
又
は
認
可
の
申
請
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合

を
除
く
。
）

二
　
関
連
事
業
に
関
す
る
権
限

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
管
轄
都
道
府
県
労
働
局
の
長
に
委
任
さ
れ
た
権
限
の
う
ち
、
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
も
の

に
あ
つ
て
は
当
該
事
業
に
係
る
航
路
の
拠
点
、
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
当
該
事
業
に
係
る
主
た

る
営
業
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
（
以
下
「
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
」
と
い
う
。
）
の
長
に
委

任
す
る
。

３
　
法
第
八
条
第
二
項
及
び
法
第
九
条
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
権
限
は
、
管
轄
都
道
府
県
労
働
局
の
長
に
委

任
す
る
。
た
だ
し
、
厚
生
労
働
大
臣
が
自
ら
そ
の
権
限
を
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。
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４
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
管
轄
都
道
府
県
労
働
局
の
長
に
委
任
さ
れ
た
権
限
は
、
管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
に
委

任
す
る
。

附
　
則
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
九
年
六
月
二
二
日
労
働
省
令
第
一
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
九
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
〇
月
三
一
日
労
働
省
令
第
四
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平

成
十
三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
七
月
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
八
七
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
海
運
監
理
部
並
び

に
厚
生
労
働
大
臣
が
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
し
て
指
定
す
る
海
運
支
局
及
び
そ
の
事
務
所
の
長
に
対
し
て
し
た
申

請
、
届
出
そ
の
他
の
行
為
（
以
下
「
申
請
等
」
と
い
う
。
）
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令

の
規
定
に
よ
り
相
当
の
運
輸
監
理
部
並
び
に
厚
生
労
働
大
臣
が
国
土
交
通
大
臣
に
協
議
し
て
指
定
す
る
運
輸
支
局

及
び
地
方
運
輸
局
、
運
輸
監
理
部
又
は
運
輸
支
局
の
事
務
所
の
長
に
対
し
て
し
た
申
請
等
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
三
月
二
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
五
三
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
七
月
六
日
厚
生
労
働
省
令
第
八
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
七

十
一
号
）
附
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
六
年
一
月
一
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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